
青梅市社会教育委員会議３月定例会会議録

                        平成３０年３月２０日

２ ０ １ 会 議 室

出席者 委員  ８名

 事務局 ４名

１ 開  会

【議 長】暑さ寒さも彼岸までと言いますが、梅まつり等の行事も終わったが、

本日は急に寒くなった。ちょうど１年前、市民会館でファミリーコンサートが

行われていた。本日の議題にも、上がっているが、３月２４日に新生涯学習施

設（仮称）の市民説明会が開催されると広報で掲載されていたので、関心のあ

る方はご参加いただきたい。今年度の社会教育事業についても、すべての事業

が滞りなく行われていた。社会教育委員では、８月に教育委員との懇談会が開

催できたこと、９月に放課後子ども教室の現場を見学できたことがよかったと

思う。 

【課 長】本年度も残り少なくなった。１年間ご協力いただきありがとうござ

いました。新生涯学習施設（仮称）も、実施設計から、契約できる段階になっ

てきている。

２ 報告事項

（１）新生涯学習施設（仮称）について        （報告資料１）

【事務局】事務局から概要説明。 

【委 員】書道展や美術展の展示は大活動室や中活動室でできるのか。 

【課 長】特に４階の小活動室と中活動室は部屋の壁面がピクチャーレールに

なっている。館内の中央にある展示交流スペースのところにも、スポットライ

トをあてて展示スペースにできる。新しくそのようなところにも展示できれば

と考えている。 

【委 員】展示交流スペースでの作品の展示は考えていない。部屋の壁面の長

さはどのくらいか。 

【課 長】12～13ｍある。 

【委 員】青梅市民会館で開催した際は、２階と３階を使って、５０ｍあった。

小学生の展示等は数が多くなるので、新施設でも展示したいと考えているが。 

【事務局】１フロアーだと、１２・１３ｍが２面あるので、展示パネル等の備

品も使いながら展示を行っていただければと考える。 

【議 長】椅子はどのようなものを予定しているか。以前利用した別のホール

の椅子は固く、座っているのが大変だった。 

【事務局】椅子については、多少クッション性のあるものと考えている。 

【議 長】８０ｃｍのステージの高さは、後ろから見て見やすいようになって

いるのか。

【事務局】色々検討し、８０ｃｍとした。 



【委 員】駐車場は今までのところを使うのか。 

【事務局】市民会館に隣接している駐車場は、４０台程度のスペースだったが、

隣の駐車場についても、借用を考えるなど、立体駐車場にはできないが、平面

のスペースで、なるべく多く停められるようにしていきたい。駐車場料金につ

いては、原則的には有料である。 

【委 員】天ヶ瀬駐車場は使えるのか。 

【事務局】使用できない。仲町や本町、駅前駐車場などの近隣の駐車場も使っ

ていただくことも考えている。 

【委 員】本当は駐車場２階にした方がいいのでは。 

【事務局】検討してきたが、費用的にむずかしい。 

【委 員】青梅の市民センターの駐車場は使えるのか。 

【課 長】市民センター跡地も検討していく。 

【議 長】利用者も増えると思うので、ぜひご検討をお願いしたい。 

【委 員】１階のカフェコーナーは民間委託するのか。 

【事務局】やっていただける業者がいるのかまだわからないが、設備的に飲み

物と軽食を出せる程度のもので、やってもらえるような形態の業者に、にぎわ

いをつくるためにもお願いしたいと考えている。 

（２）青梅市社会教育委員会議２月定例会会議録について（報告資料２）

【事務局】事務局から概要説明。 

（３）平成３０年度社会教育事業（案）について    （報告資料３）

【事務局】事務局から概要説明。 

【議 長】新緑祭は、例年と変わらず、釜の淵でできるのか。 

【事務局】３０年度は釜の淵で新緑祭を行う。 

【議 長】２９年度と変わった事業はあるのか。 

【事務局】幼児教育が子ども家庭支援課に移換する。１６ミリフィルム映写機

の操作講習会は、外部の講師にお願いしていたが、３０年度は社会教育課の職

員が講師となって行う予定である。 

【議 長】放課後子ども教室は、まだ開催していない学校があると思うが、今

後の予定を伺いたい。 

【事務局】吹上小が未開催だが、３１年度実施を向けて、調整をしている。

（４）今年度を振り返って（派遣委員報告等） 

ア 青梅市生涯学習推進市民会議委員

      森田委員 任期 平成２８年１０月１日～平成３０年９月３０日

【委 員】新緑祭は、実行委員会の組織にして３年が終了した。出演団体の日

程調整も、実行委員形式になり、よくなった。食べ物も販売できるようになり、

活気も出てきて、いい方向に向かっている。天候がとても重要であり、天気に

恵まれればすばらしい新緑祭になると思う。



 イ 青梅市美術館運営委員会委員

渋谷委員 任期 平成２８年１０月７日～平成３０年１０月６日

【委 員】１か月前頃、委員会が開かれ、郷土博物館が美術館の方と一緒にな

るという議題があった。今まで郷土博物館に置かれていたものが、一部２階の

展示室を共有することになるようである。実際には収蔵作品もあり、共有が本

当にできるのだろうかとう意見が出た。美術館の機能＝（イコール）郷土博物

館機能ではないので、今後、運営方法をどうしていくかが課題である。すでに、

平成３０年度も事業予定が出ているが、学芸員も１名しかいないなか、どうや

っていくか、課題である。

【議 長】縮減の方向ということだと思うが、郷土博物館の移動は決定事項な

のか。

【委 員】議会での決定事項のようである。しかし、収蔵作品については、解

決されていない。共有することが、今後市民にとってどうなのか議題になると

思う。美術館は長い歴史があり、ロケーションは非常によいが、スペースが狭

い。また、美術館は美術館法があって、１つの役割を持っている。郷土博物館

の資料は、別に価値を持っているものだと思う。

【課 長】公共施設再編計画の中で、統合の話がある。

 ウ 青梅市放課後子ども教室推進事業運営委員会委員

    金子委員 任期 平成２９年７月１０日～平成３１年７月９日

【委 員】社会教育委員でも、９月に第二小、第四小、河辺小実際の現場を見

学することができた。現在の開催は１３校だが、開催日数にばらつきがある。

それぞれの学校の状況に応じた開催となっている。２９年度は、週一回を理想

とし、学童との一体化があったが、現場の苦労とか、よかったこととかあった

と思うので、次の会議で伺いたいと思う。

 エ 青梅市図書館運営協議会委員

    小花委員 任期 平成２９年１０月１日～平成３１年９月３０日

【課 長】指定管理者制度を始めて、２年目。新しくコーヒーサービスや、子

どもの一時預かりサービスを始めた。組織的な運営で、分館が元気になってき

ている。来年度は、駐車場の割引サービスをやめて、その財源を使い学校図書

館に、学校司書を配置して、学校の図書館を元気にしていきたい。

オ 青梅市スポーツ振興審議会委員

    森田委員 任期 平成２８年５月１４日～平成３０年５月１３日

【委 員】会議は年３回程度あり、予算のこと、スポーツ奨励賞のことについ

て、決めている。

 （５）その他

 特になし

３ 協議事項

（１）平成３０年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会定期総会について    

（協議資料１）                     



ア 日 時 平成３０年４月２１日（土）午後１時３０分から  

イ 場 所 女性総合センターアイム

ウ 内 容 ・表彰

      ・議事（平成２９度事業・決算報告、平成３０年事業計画

等） 

      ・講演会 牧野 篤 氏（東京大学） 

エ 出席者 

新藤 森田 武下 渋谷 栗原 小花 加羽澤 金子 園田 横手

〇 〇 〇 〇 〇 〇

随行 事務局 木下係長・田中

【事務局】事務局から概要説明。６名が参加予定。 

（２）青梅市芸術文化奨励賞交付規則の改正について

（協議資料２－１～２）

【事務局】事務局から概要説明。継続していきたいが、財政状況を考えると基

金を増やしていくことが難しく、このままだと１０年程度で基金がなくなる。

基準を変更して継続していきたいと考えているので、委員の皆様のご意見を伺

いたい。 

【委 員】国際で活躍したと位置付けてもいいのではないか。

【委 員】学生の奨学金のクマ財団の助成のように、青梅出身で芸術全般の分

野で成功された方、活躍している方に、寄附をいただいてそれを原資にしたり、

国際的に活躍した方には、チケットを発売してつなげていけるような方法もい

いと思う。他には、企業の中でも奨励金や寄附をする事業を行っているところ

があるので、そういうところに働きかけて、お金を集める方法もあると思う。

【議 長】奨励賞の交付規則を変更した場合、周知の方法はどうするのか。

【事務局】広報で募集を行う時に周知する。 

【議 長】ふるさと納税の一般寄附、指定寄附の内訳はどのようになっている

か。

【事務局】平成２７年度は、４分の１が用途を指定しない、一般寄附金となっ

ている。その他は、梅の里、青梅の森、子育て、福祉等指定したものになって

いる。 

【議 長】一般寄附金の用途を決める時に、このような事業で資金が足りなく

なってきているから、調整してもらうとか働きかけが必要ではないか。

【委 員】他市の状況はどうなっているのか。

【事務局】文化に関するものは、近隣では瑞穂町で行っているが、賞状と盾で

ある。他の近隣市では実施していない。 

【委 員】芸術文化奨励基金制度を設置した際に、小島善太郎画伯から寄附を

受け、市からも拠出して基金ができた事は、青梅市が文化に対してやっていこ

う考えがあったのではないか。どこの市も財政が逼迫していて、大変なことは



わかるが、芸術文化奨励賞を受賞した方々が、成人式でパフォーマンスしてい

ただけるなど、青梅市にかえってくる場面もあるので、続けていってほしいと

いう思いがある。

【事務局】皆様の意見を参考に検討していく。 

（３）その他 

特になし

４ その他 

【事務局】その他の配布物について説明    

次回定例会  ４月１７日（火）


